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・「-」は皆無又は該当数値なしのもの、「＊」は該当数値が不詳又は不明なものを示す。 

・比率の単位は「％」、実数の単位は「人」である。 

・比率は小数点以下第２位を四捨五入しているため、内訳の計と合計は必ずしも一致しない。 

・平成 30 年度までは調査員の面接聞き取りによる他計式調査としていたが、今回調査は郵送・インタ

ーネットによる自計式調査を原則とし、調査対象者から希望があった場合のみ調査員による面接聞き

取りによる調査方法とした。 

・百分率は少数点以下第２位を四捨五入してあるため、総数と内訳の合計は必ずしも一致しない。 

 

○身体障害者（2,669 人）、知的障害者（864 人）、精神障害者（871 人）、難病患者（1,075 人）

の回答状況 

 

1 回答者の状況 

（１）年齢階級 

回答者の年齢階級をみると、身体障害者は「80 歳以上」の割合が 26.9％、知的障害者は、

「20～29歳」が 32.8％、精神障害者は「50～59 歳」が 28.9％、難病患者は「50～59 歳」が

21.3％で、それぞれ最も高くなっている。 

「60～69歳」「70～79歳」「80歳以上」を合わせた「60歳以上」の割合は、平成 30 年度調

査と比較して身体障害者が 5.7％、難病患者が 8.2％減少し、それぞれ 68.2％、53.8％となっ

ている。 

  

調査結果の概要 
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（２）住まいの状況 
① 現在の生活の場 

現在の生活の場について聞いたところ、「自宅で生活している」割合は、身体障害者が 95.4％、

知的障害者が 91.6％、精神障害者が 98.5％、難病患者が 98.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）※1 は、平成 25 年度調査では「在宅で生活している（福祉ホーム、グループホーム、ケアホームを含む）」としていた。 
（注２）※2 は、平成 25 年度調査では「在宅で生活している（福祉ホーム、ケアホームを含む）」としていた。 
（注３）※3 は、平成 25 年度調査では「在宅で生活している（福祉ホーム、ケアホームを含む）」、平成 30 年度調査では「在宅で生

活している（福祉ホームを含む）」としていた。 
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② 住居の種類 
自宅で生活している人の住居の種類を、「持家」か「借家・賃貸住宅等」で分けると、身体

障害者、知的障害者及び難病患者は「持家」の割合の方が高くなっている（63.9％、56.5％、

71.2％）。一方、精神障害者は「持家」が 42.9％、「借家・賃貸住宅等」が 53.5％と「借家・

賃貸住宅等」の割合の方が高くなっている。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）家族名義の家に住んでいる場合も「持家」としているため、障害者本人の持家とは限らない。 

（注２）※１、２は、「福祉ホーム、グループホーム、重度身体障害者グループホーム」である。なお、※２は平成 30年度では「グル

ープホーム」としていた。 
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（注３）※３は、「福祉ホーム、グループホーム」である。 

（注４）※４は、「福祉ホーム、グループホーム」である。なお、平成 30年度では「福祉ホーム、グループホーム、重度身体障害者グ

ループホーム」としていた。また、平成 25 年度調査では、※１～※４の選択肢にそれぞれケアホームが含まれていた。  
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③ 一緒に生活している人〔複数回答〕 
自宅で生活している人に、現在一緒に生活している人を聞いたところ、身体障害者及び難

病患者は「配偶者」の割合が最も高く（48.5％、60.5％）、知的障害者は「親」が 75.2％、精

神障害者は「一人で暮らしている」が 37.5％と最も高くなっている。次いで、身体障害者及

び難病患者は「子供」の割合が高く（25.7％、37.1％）、知的障害者は「兄弟姉妹」が 31.6％、

精神障害者は「親」が 36.2％となっている。 
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④ 主な介護者（身体障害者、知的障害者、難病患者）と主な支援者（精神障害者） 
自宅で生活している人に、主な介護者は誰かを聞いたところ、身体障害者及び難病患者

は「介護者はいない」の割合が最も高く（30.7％、54.5％）、知的障害者は「母親」の割合

が 47.9％と最も高くなっている。また、自宅で生活している精神障害者に主な支援者は誰

かを聞いたところ、「母親」の割合が 26.7％と最も高くなっている。 

 

   

  

※平成30年度は主な支援者についての設問は設けていなかった。 
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⑤ 将来どこで暮らしたいか 

将来どこで暮らしたいと思うか聞いたところ、身体障害者、知的障害者及び難病患者は「家

族と一緒に暮らしたい」の割合が最も高く（45.1％、41.0％、56.5％）、精神障害者は「一人

暮らしをしたい（またはパートナーと暮らしたい）」が 40.1％と最も高くなっている。 

また、知的障害者は「グループホームでずっと暮らしたい」の割合が 16.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）収入の状況 
① 収入の種類（主なもの） 

令和４年中の収入の種類（主なもの）を聞いたところ、身体障害者、知的障害者、精神障

害者及び難病患者のいずれも「年金・恩給」の割合が最も高く（53.1％、39.7％、27.7％、

34.4％）、次いで「賃金・給料」となっている（19.9％、24.3％、23.2％、32.2％）。 
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料

 
事
業
所
得

 
内
職
収
入

 
家
賃
・
地
代

 
利
子
・
配
当

 
仕
送
り
・
小
遣
い

 
養
育
費
・
慰
謝
料

 
年
金
・
恩
給

 
生
活
保
護
費

 
手
当

 
雇
用
保
険

 
保
険
金
・
補
償
金

 
作
業
所
等
の
工
賃

 
そ
の
他
の
収
入

 
収
入
は
な
か

っ
た

 
無
回
答

100.0 19.9 1.6 - 1.3 0.1 0.4 0.0 53.1 3.3 1.8 0.1 0.3 0.6 0.4 3.9 12.9

(2,669)

100.0 24.3 0.2 - - 0.3 1.7 - 39.7 2.4 4.9 0.2 0.1 6.0 0.2 5.7 14.1

(864)

100.0 23.2 0.8 0.5 0.7 0.1 3.2 0.1 27.7 16.3 1.1 0.3 0.2 1.7 0.6 4.2 19.2

(871)

100.0 32.2 3.2 0.1 1.9 0.1 2.0 - 34.4 1.2 1.8 0.4 0.1 0.1 0.8 4.4 17.5

(1,075)

身体障害者

知的障害者

精神障害者

難病患者

6.6 

45.1 

2.2 
0.6 

19.7 

0.5 

13.6 
11.5 9.5 

41.0 

16.2 

2.5 

9.8 

0.6 

15.2 

5.2 
3.4 

33.2 

2.1 1.8 

40.1 

1.5 

16.2 

1.7 
4.0 

56.5 

0.2 0.7 

22.9 

0.7 

12.6 

2.5 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

入
所
施
設
で
暮
ら
し
た
い

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
い

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
ず
っ
と

暮
ら
し
た
い

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
支
援
を
受
け
た
後
、

一
人
暮
ら
し
を
し
た
い

（
ま
た
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
暮
ら
し
た
い
）

一
人
暮
ら
し
を
し
た
い

（
ま
た
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
暮
ら
し
た
い
）

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

身体障害者（2,669人)

知的障害者（864人)

精神障害者（871人)

難病患者（1,075人)
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② 年間収入額（生活保護費を除く） 
令和４年中の収入額（生活保護費を除く）を聞いたところ、身体障害者、精神障害者及び

難病患者は「50～100万円未満」の割合が最も高く（17.8％、22.8％、14.6％）、知的障害者

は「100～150 万円未満」の割合が 22.7％と最も高くなっている。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

5.8 

5.8 

7.1 

7.3 

9.5 

9.6 

17.8 

18.8 

19.2 

14.7 

15.5 

15.3 

11.2 

11.0 

9.8 

9.6 

9.4 

10.6 

6.2 

6.5 

6.9 

6.6 

6.5 

6.5 

4.8 

3.4 

3.9 

2.9 

2.2 

2.2 

1.6 

1.3 

1.0 

4.0 

3.4 

3.0 

7.5 

6.6 

4.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（2,669人）

平成30年度

（2,490人）

平成25年度

（2,659人）

400～

500万円

未満

無回答収入なし 300～

400万円

未満

250～

300万円

未満

200～

250万円

未満

150～

200万円

未満

100～

150万円

未満

50～

100万円

未満

50万円

未満

身体障害者

500～

600万円

未満

600～

700万円

未満

700万円

以上

6.9 

7.2 

6.6 

8.7 

10.2 

13.5 

14.6 

17.7 

22.3 

11.2 

11.2 

11.3 

6.9 

7.9 

9.2 

9.0 

10.7 

9.1 

7.8 

6.2 

5.8 

9.1 

7.9 

7.4 

6.0 

4.8 

3.6 

4.9 

3.1 

2.5 

3.2 

2.8 

2.4 

8.2 

5.6 

4.3 

3.5 

4.7 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（1,075人）

平成30年度

（899人）

平成25年度

（1,034人）

400～

500万円

未満

無回答収入

なし

300～

400万円

未満

250～

300万円

未満

200～

250万円

未満

150～

200万円

未満

100～

150万円

未満

50～

100万円

未満

50万円

未満

難病患者

500～

600万円

未満

600～

700万円

未満

700万円

以上

6.7 

7.4 

6.9 

12.7 

12.1 

11.7 

22.6 

27.0 

30.2 

22.7 

21.6 

23.1 

11.1 

13.4 

13.5 

8.9 

6.8 

6.5 

2.8 

1.6 

1.7 

2.1 

0.8 

0.9 

10.4 

9.3 

5.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（864人）

平成30年度

（760人）

平成25年度

（810人）

無回答
収入なし 300万円

以上

250～

300万円

未満

200～

250万円

未満

150～

200万円

未満

100～

150万円

未満

50～

100万円

未満

50万円

未満

知的障害者

16.0 

18.0 

25.3 

12.6 

14.6 

15.1 

22.8 

26.9 

27.7 

14.1 

15.0 

11.2 

10.0 

5.4 

6.1 

6.0 

5.0 

3.4 

4.0 

2.8 

1.7 

6.4 

5.8 

3.9 

8.0 

6.4 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（871人）

平成30年度

（499人）

平成25年度

（537人）

無回答収入なし 300万円

以上

250～

300万円

未満

200～

250万円

未満

150～

200万円

未満

100～

150万円

未満

50～

100万円

未満

50万円

未満

精神障害者
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２ 障害の状況、健康・医療 
（１）障害者手帳の等級、程度（身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳） 

障害者手帳に記載された障害の等級及び程度を聞いたところ、身体障害者の手帳の総合等

級は「１級」の割合が 33.2％で最も高く、知的障害者の手帳（愛の手帳）の程度は「４度」

が 44.6％で最も高くなっている。精神障害者の手帳の等級は「２級」が 51.5％で最も高くな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.2 

34.7 

35.1 

17.4 

16.2 

16.7 

16.1 

17.1 

18.4 

21.8 

20.2 

19.0 

5.1 

4.4 

4.6 

6.0 

5.9 

6.0 

0.3 

1.5 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（2,669人）

平成30年度

（2,490人）

平成25年度

（2,659人）

５級 無回答４級３級２級１級

身体障害者

６級

4.2 

5.4 

3.8 

26.9 

25.1 

27.8 

22.8 

21.4 

22.6 

44.6 

46.4 

45.8 

1.6 

1.6 

-

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（864人）

平成30年度

（760人）

平成25年度

（810人）

無回答
１度 ４度３度２度

知的障害者

4.4 

3.6 

8.0 

51.5 

46.9 

49.7 

43.4 

47.9 

42.3 

0.7 

1.6 

-

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（871人）

平成30年度

（499人）

平成25年度

（537人）

無回答３級２級１級

精神障害者
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（２）医療機関の受診状況 
① 過去１年間の受診の有無（身体障害者、知的障害者、精神障害者） 

身体障害者、知的障害者及び精神障害者に、過去１年間に医療機関を受診したか聞いたと

ころ、「受診した」人の割合は、身体障害者が 94.4％、知的障害者は 77.2％、精神障害者は

74.9％となっている。        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）精神障害者のみ精神疾患（てんかんを含む）以外の病気やケガなどでの受診の有無を聞いている。 

 

 

 

 

 

 

94.4 

91.3 

92.3 

4.8 

7.6 

7.3 

0.8 

1.2 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（2,669人）

平成30年度

（2,490人)

平成25年度

（2,659人)

受診した 受診しなかった 無回答身体障害者

77.2 

80.5 

79.1 

21.5 

18.2 

20.0 

1.3 

1.3 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（864人）

平成30年度

（760人)

平成25年度

（810人)

医者にみてもらった 医者にみて

もらっていない

無回答知的障害者

74.9 

72.5 

72.6 

24.6 

26.1 

25.9 

0.6 

1.4 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（871人）

平成30年度

（499人)

平成25年度

（537人)

医者にかかった 医者にかかっていない 無回答精神障害者
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② 医療費助成等の利用の有無〔複数回答〕 
過去１年間に医療費助成等を利用したか聞いたところ、「心身障害者医療費助成」を利用し

た割合は、身体障害者が 28.7％、知的障害者は 29.9％となっている。また、精神障害者で「自

立支援医療（精神通院医療）」を利用した割合は、89.1％、難病患者で「難病医療費等助成」

を利用した割合は、83.6％となっている。 

なお、医療費助成等を「利用しなかった」割合は、身体障害者が 53.3％、知的障害者は 46.2％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） ※1は、平成 30年度は選択肢を設けていなかった。 

  

28.7 

2.7 3.1 
8.5 

4.2 

53.3 

4.0 

19.2 

2.5 1.8 
6.8 

1.8 

64.8 

4.7 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

自
立
支
援
医
療

（
更
生
医
療
）

自
立
支
援
医
療

（
精
神
通
院
医
療
）

難
病
医
療
費
等
助
成

そ
の
他

利
用
し
な
か
っ
た

無
回
答

令和5年度（2,669人）

平成30年度（2,490人）

身体障害者

29.9 

1.6 

17.5 

1.9 2.3 

46.2 

3.4 

21.7 

0.4 

14.1 

1.1 1.4 

53.8 

8.4 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

自
立
支
援
医
療

（
更
生
医
療
）

自
立
支
援
医
療

（
精
神
通
院
医
療
）

難
病
医
療
費
等
助
成

そ
の
他

利
用
し
な
か
っ
た

無
回
答

令和5年度（864人）

平成30年度（760人）

知的障害者

4.7 2.9 

89.1 

0.9 1.5 

7.2 

1.0 
0.4 0.4 

76.0 

0.8 
1.2 

15.2 

7.0 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

自
立
支
援
医
療

（
更
生
医
療
）

自
立
支
援
医
療

（
精
神
通
院
医
療
）

難
病
医
療
費
等
助
成

そ
の
他

利
用
し
な
か
っ
た

無
回
答

令和5年度（871人）

平成30年度（499人）

精神障害者

6.3 
0.2 

2.9 

83.6 

0.2 0.5 

12.8 

0.2 
1.7 

0.1 1.8 

77.3 

＊
0.9 

15.5 

4.9 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

自
立
支
援
医
療

（
更
生
医
療
）

自
立
支
援
医
療

（
精
神
通
院
医
療
）

難
病
医
療
費
等
助
成

小
児
慢
性
特
定
疾
病

医
療
費
助
成

※
1

そ
の
他

利
用
し
な
か
っ
た

無
回
答

令和5年度（1,075人）

平成30年度（899人）

難病患者



12 

 

③  難病の症状を抑える治療の状況（難病患者） 
難病の症状を抑える治療薬または治療法による治療を受けているか聞いたところ、難病患者は「治

療薬または治療法があり、治療を受けている」の割合が 86.6％、「治療薬または治療法がまだない」が

10.0％、「治療薬または治療法があるが、治療を受けていない」が 2.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④  難病や薬の副作用による体の状態の変化（難病患者） 
難病や薬の副作用により、過去 1年の間に体の状態に変化があったか聞いたところ、それぞれの

回答の割合は「良くなっている」が 6.0％、「悪くなっている」が 11.8％、「変化なし」が 48.7％、

となっている。 

また、「悪くなっている」の割合は、平成 25 年度調査（15.2％）から 3.4 ポイント減少している。 

 

 

  

治療薬または

治療法があり、

治療を受けている

86.6
治療薬または

治療法があるが、

治療を受けていない

2.7

治療薬または

治療法がまだない

10.0

無回答

0.7

難病患者

100％

（1,075人)

11.8 

13.5 

15.2 

48.7 

49.7 

46.5 

6.0 

4.2 

5.2 

24.5 

24.8 

24.5 

8.3 

7.5 

7.8 

0.7 

0.3 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（1,075人）

平成30年度

（899人）

平成25年度

（1,034人）

変化なし わからない 無回答良くなって

いる
悪くなって

いる

難病患者

良くなったり、悪く

なったりの繰り返し
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３ 日常生活の状況 
日常生活動作について、自分一人でできるかどうか聞いたところ、「一部手助けがあればでき

る」と「全部手助けが必要」を合わせた割合が最も高いのは、身体障害者及び難病患者では「家

事（調理・洗濯・掃除）をする」で、それぞれ 34.9％、19.3％となっている。知的障害者では

「銀行などでの預金の出し入れ」が 71.8％で最も高く、精神障害者では「掃除、洗濯」が 34.4％

で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

76.8 

50.7 

76.0 

70.4 

67.8 

79.1 

73.0 

55.2 

51.9 

69.5 

9.9 

11.7 

8.4 

11.7 

8.3 

10.5 

12.9 

12.7 

12.0 

6.5 

6.2 

11.5 

5.7 

7.6 

8.6 

3.0 

4.9 

10.8 

10.6 

7.7 

6.1 

23.5 

8.4 

9.1 

13.9 

5.9 

7.6 

19.7 

23.8 

15.2 

1.0 

2.7 

1.5 

1.2 

1.4 

1.5 

1.6 

1.6 

1.7 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

a 食事をとる

b 家事（調理・洗濯・掃除）をする

c トイレを使う

d 着替えをする

e 入浴をする

ｆ 寝返りをする

ｇ 家の中を移動する

h 外出する

i 日常の買い物

j 薬の管理

一人で全部できる 一人でできるが

スムーズには

できない

一部手助けが

あればできる

全部手助けが

必要

無回答
身体障害者（2,669人）

34.9

71.2 

21.2 

69.0 

65.9 

60.4 

89.2 

84.5 

45.7 

42.8 

36.2 

21.1 

30.8 

9.8 

10.0 

8.1 

12.5 

8.1 

4.4 

5.8 

9.6 

9.0 

11.0 

5.9 

8.0 

10.9 

25.8 

13.7 

12.3 

14.2 

1.5 

3.1 

20.5 

19.7 

20.0 

13.4 

15.9 

7.2 

40.9 

8.4 

8.7 

16.4 

3.2 

5.3 

23.1 

27.2 

31.5 

58.3 

43.8 

0.9 

2.2 

0.8 

0.7 

0.8 

1.6 

1.3 

1.0 

1.3 

1.3 

1.3 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

a 食事をする

b 家事（調理・洗濯・掃除）をする

c トイレを使う

d 着替えをする

e お風呂に入る

ｆ 寝返りをする

ｇ 家の中を移動する

h 外に出かける

i バス、電車などに乗る

ｊ 買い物をする

ｋ 銀行などでの預金の出し入れ

ｌ 薬の管理

一人で全部できる 一人でできるが

スムーズには

できない

一部手助けが

あればできる

全部手助けが

必要

無回答知的障害者（864人）

71.8
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85.3 

68.5 

84.7 

81.0 

79.3 

85.4 

81.9 

71.2 

69.2 

84.9 

8.7 

10.9 

7.4 

9.4 

9.1 

8.3 

9.5 

12.0 

11.1 

4.2 

3.3 

7.1 

3.7 

4.8 

4.6 

2.7 

4.5 

5.6 

5.9 

3.0 

2.1 

12.3 

3.6 

4.2 

6.6 

3.3 

3.6 

10.8 

13.2 

7.4 

0.5 

1.3 

0.6 

0.6 

0.5 

0.4 

0.6 

0.5 

0.7 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

a 食事をとる

b 家事（調理・洗濯・掃除）をする

c トイレを使う

d 着替えをする

e 入浴をする

ｆ 寝返りをする

ｇ 家の中を移動する

h 外出する

i 日常の買い物

j 薬の管理

一人で全部できる 一人でできるが

スムーズには

できない

一部手助けが

あればできる

全部手助け

が必要

無回答
難病患者（1,075 人）

19.3

42.0 

39.8 

47.9 

55.1 

48.3 

59.0 

54.6 

58.9 

24.3 

24.2 

23.4 

27.0 

24.2 

24.2 

19.4 

21.0 

20.1 

19.3 

15.2 

11.4 

12.9 

7.7 

11.1 

9.0 

12.6 

15.2 

12.2 

5.2 

13.3 

7.7 

13.4 

9.8 

0.9 

1.5 

1.4 

1.4 

1.3 

1.4 

1.4 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

a 食事のしたくや後片付け

b 掃除、洗濯

（干してたたむまでを含む）

c 日常の買い物

d 身だしなみ

e お金の管理

ｆ 薬の管理

（決まった時間に飲むなど）

ｇ 銀行、郵便局等の利用

h バス、電車等の利用

一人で全部できる 体調に波はあるが、

一人でできる

ときの方が多い

体調に波があって、

一人でできる

ときの方が少ない

全部手助け

が必要

無回答精神障害者（871人）

34.4
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４ 就労の状況 
（１）収入を伴う仕事の有無 

収入を伴う仕事をしているかどうか聞いたところ、「仕事をしている（一般就労など）」の

割合は、身体障害者が 27.6％、知的障害者は 29.1％、精神障害者は 31.8％、難病患者は 47.6％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）※１～※３は平成 25年度、平成 30年度では選択肢「福祉的就労をしている（就労継続支援Ａ型・Ｂ型、就労移行支援）」

で調査していた。 

（注２）※４は、平成 30年度は選択肢を設けていなかった。  

27.6 

23.2 

22.1 

0.4 

2.8 

2.4 

1.7 0.3 1.8 

67.3 

73.5 

75.0 

0.9 

0.5 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（2,669人）

平成30年度

（2,490人)

平成25年度

（2,659人)

仕事をしている

（一般就労など）

無回答
身体障害者

仕事を

していない就労継続支援A型

の事業所で働いて

いる ※１

就労継続支援B型の

事業所で働いている

※２

就労移行支援の

事業所で働いて

いる ※３

生活介護で工賃

をもらう生産活動

をしている ※４

福祉的就労をしている 2.4

47.6 

37.5 

31.7 

0.7 

-

0.3 

0.4 

51.3 

62.2 

67.5 

-

0.3 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（1,075人）

平成30年度

（899人)

平成25年度

（1,034人)

仕事をしている

（一般就労など）
無回答難病患者 仕事を

していない

生活介護での

生産活動を

している ※４

福祉的就労をしている

（就労継続支援A型・

B型、就労移行支援）

31.8 

31.5 

22.3 

1.4 

11.8 

8.8 

12.2 

0.8 1.1 

51.5 

56.3 

68.7 

1.1 

0.4 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（871人）

平成30年度

（499人)

平成25年度

（537人)

精神障害者
仕事を

していない就労継続支援A型

の事業所で働い

ている ※1

就労継続支援B型

の事業所で働い

ている ※２

就労移行支援

の事業所で

働いている ※３

生活介護で工賃を

もらう生産活動を

している ※４

無回答

仕事をしている

（一般就労など）

福祉的就労をしている 14.4

29.1 

29.1 

28.1 

2.1 

34.7 

34.1 

24.4 

1.5 

13.8 27.5 

35.8 

37.3 

1.6 

0.4 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（864人）

平成30年度

（760人)

平成25年度

（810人)

仕事をしている
無回答

知的障害者
仕事を

していない就労継続支援A型

の事業所で働いて

いる ※１

就労継続支援B型

の事業所で働いて

いる ※２

就労移行支援の

事業所で働いて

いる ※３

生活介護で工賃

をもらう生産活動

をしている ※４

福祉的就労をしている 28.0
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（２）雇用形態〔複数回答〕 

「仕事をしている（一般就労など）」人に雇用形態を聞いたところ、身体障害者及び難病患

者は「正規の職員・従業員」の割合が最も高く（41.8％、48.0％）、次いで「非正規の職員・

従業員（パート・アルバイト・日雇等（契約職員、派遣職員を含む））」となっている（31.9％、

34.2％）。知的障害者及び精神障害者は「非正規の職員・従業員（パート・アルバイト・日雇

等（契約職員、派遣職員を含む））」の割合が最も高く（58.6％、61.7％）、次いで「正規の職

員・従業員」となっている（37.8％、30.7％）。いずれの障害種別でも「正規の職員・従業員」

の割合が平成 30 年度調査から増加しており、特に知的障害者は 12.0ポイントの増加となっ

ている。 

 

 

 

  

41.8 
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31.9 
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1.5 - 2.0 2.0 

33.7 
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17.5 
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イ
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約
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・
派
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を
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））
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手
伝
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内
職

そ
の
他

無
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令和5年度（736人）
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-
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職

そ
の
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無
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答

令和5年度（251人）

平成30年度（221人）

知的障害者

30.7 
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イ
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無
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令和5年度（277人）

平成30年度（157人）
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48.0 

7.8 

34.2 

10.7 
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イ
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そ
の
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無
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令和5年度（512人）

平成30年度（337人）

難病患者
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（３）１週間の就労日数 

「仕事をしている（一般就労など）」人に、１週間の就労日数を聞いたところ、いずれの障

害種別でも「５日以上」の割合が最も高くなっている（69.0％、81.7％、72.2％、70.7％）。

特に精神障害者については、「５日以上」の割合が平成 30年度調査よりも 14.2ポイント増加

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.2 

5.0 

4.6 

3.5 

5.5 

7.3 

9.0 

11.8 

8.7 

11.5 

9.7 

10.0 

69.0 

61.1 

66.7 

2.7 

6.9 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（736人）

平成30年度

（578人）

平成25年度

（588人）

１日 無回答身体障害者 ５日以上２日 ３日 ４日

2.5 

6.4 

7.5 

3.2 

5.1 

8.3 

9.0 

12.7 

10.8 

10.8 

15.3 

18.3 

72.2 

58.0 

49.2 

2.2 

2.5 

5.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（277人）

平成30年度

（157人）

平成25年度

（120人）

１日 無回答精神障害者 ５日以上２日 ３日 ４日

2.3 

5.0 

3.0 

5.3 

3.3 

6.7 

9.8 

11.6 

9.8 

11.1 

10.7 

13.4 

70.7 

64.4 

65.5 

0.8 

5.0 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（512人）

平成30年度

（337人）

平成25年度

（328人）

１日 無回答難病患者 ５日以上２日 ３日 ４日

0.4 

0.5

-

0.8 

0.4 

1.2 

3.6 

3.1 

14.3 

7.7 

7.5 

81.7 

85.5 

88.2 

1.6 

2.7 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（251人）

平成30年度

（221人）

平成25年度

（228人）

１日 無回答知的障害者 ５日以上２日 ３日 ４日

-
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（４）１週間の労働時間 

「仕事をしている（一般就労など）」人に、１週間の労働時間を聞いたところ、身体障害者

及び難病患者は「40時間以上」の割合が最も高く（32.9％、37.3％）、知的障害者及び精神障

害者は「30～40 時間未満」の割合が最も高くなっている（46.2％、36.5％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.1 

18.3 

18.7 

9.6 

10.4 

11.7 

11.3 

11.1 

12.6 

25.4 

24.7 

20.9 

32.9 

28.7 

33.3 

2.7 

6.7 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（736人）

平成30年度

（578人）

平成25年度

（588人）

無回答身体障害者 10時間未満 10～20時間

未満
20～30時間

未満

30～40時間

未満
40時間以上

17.8 

16.0 

14.6 

10.2 

13.1 

15.2 

8.4 

11.3 

12.5 

25.8 

19.3 

19.2 

37.3 

35.3 

37.8 

0.6 

5.0 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（512人）

平成30年度

（337人）

平成25年度

（328人）

無回答難病患者 10時間未満 10～20時間

未満

20～30時間

未満

30～40時間

未満
40時間以上

10.4 

6.3 

10.1 

5.6 

9.0 

8.8 

22.3 

19.5 

17.5 

46.2 

46.2 

42.5 

13.1 

15.4 

19.7 

2.4 

3.6 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（251人）

平成30年度

（221人）

平成25年度

（228人）

無回答知的障害者 10時間

未満

10～20時間

未満
20～30時間

未満

30～40時間

未満

40時間以上

17.3 

16.6 

20.8 

9.7 

14.6 

17.5 

15.9 

19.1 

20.0 

36.5 

26.1 

15.0 

18.4 

20.4 

22.5 

2.2 

3.2 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（277人）

平成30年度

（157人）

平成25年度

（120人）

無回答

精神障害者

10時間未満 10～20時間

未満
20～30時間

未満

30～40時間

未満
40時間以上

46.5 

54.9 
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（５）仕事（一般就労）をしていない理由〔複数回答〕 

福祉的就労をしている人、生活介護で工賃をもらう生産活動をしている人及び仕事をして

いない人に、現在、企業や公的機関などで働いていない（一般就労）していない理由を聞い

たところ、身体障害者及び難病患者は「高齢のため（定年を含む）」が最も高く（54.8%、55.8%）、

知的障害者は「障害が重く企業などで働くことが難しいため」が 56.6％、精神障害者は「健

康面・体力面に不安があるため」が 59.2％と最も高くなっている。 
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築
く
こ
と
が

難
し
い
た
め

受
け
入
れ
て
く
れ
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介
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無
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精神障害者（584人）

難病患者（563人）
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５ 障害者総合支援法による障害福祉サービス等 

（１）障害者総合支援法による障害福祉サービスの利用状況 

① 利用したサービス〔複数回答〕 

自宅で生活している身体障害者、知的障害者、精神障害者及び難病患者に障害者総合支援

法による障害福祉サービスの過去１年間の利用状況について聞いたところ、「利用した」人の

割合は身体障害者が 29.5％、知的障害者は 62.8％、精神障害者は 35.3％、難病患者は 10.3％

となっている。 

また、利用したサービスは、身体障害者及び難病患者は「居宅介護（ホームヘルプ）等（重

度訪問介護、同行援護、行動援護、重度障害者等包括支援を含む）」の割合が最も高く（41.4％、

48.6％）、知的障害者と精神障害者は「自立訓練（機能訓練、生活訓練）、就労移行支援、就

労継続支援（A 型・B 型）、就労定着支援」の割合が最も高くなっている（44.9％、59.7％）。 
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（２）介護保険制度の利用状況 

① 介護保険で受けている在宅サービス〔複数回答〕 

令和５年 10月 11 日現在、40 歳以上の人に、介護保険制度の利用状況を聞いたところ、「利

用している」割合は、身体障害者が 26.0％、知的障害者は 5.2％、精神障害者は 10.0％、難

病患者は 18.4％となっている。 

また、利用している人に、どのような内容の在宅サービスを受けているか聞いたところ、

いずれの障害種別でも「ホームヘルプサービス（訪問介護）」の割合が最も高くなっている

（47.3％、64.7％、72.6％、44.6％）。 

 

  利用している
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介護認定を受けて

いるが、利用していない
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介護認定を

受けていない
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無回答
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100％
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5.2
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介
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受
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身体障害者（634人)

知的障害者（17人）

精神障害者（62人）

難病患者（177人）

介護保険で受けている在宅サービス
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６ 施設入所（身体障害者、知的障害者） 

（１）入所している施設の種類 

施設に入所して生活している身体障害者及び知的障害者に、入所している施設の種類を聞

いたところ、身体障害者は「特別養護老人ホーム」の割合が 28.9％、知的障害者は「障害者

支援施設」の割合が 76.4％で最も高くなっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）入所を決めた人 

施設に入所して生活している身体障害者及び知的障害者に、入所を決めた人は誰かを聞い

たところ、「自分が決めた」の割合は、身体障害者が 32.5％、知的障害者は 6.9％となってい

る。また、知的障害者は「親が決めた」の割合が 76.4％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）※１は、平成 25年度、平成 30年度調査は「父親、母親が決めた」としていた。 

（注２）※２は、平成 25年度、平成 30年度調査は「父親、母親以外の家族が決めた」としていた。  

障害者

支援施設

17.5 

特別養護老人

ホーム

28.9 

介護老人

保健施設

13.2 

病院等の医療機関

（療養介護・医療型

障害児入所施設）

18.4

その他

18.4

無回答

3.5 

身体障害者

100％

（114人)

障害者

支援施設

76.4 

特別養護

老人

ホーム

1.4 

介護老人

保健施設

-

病院等の医療機関

（療養介護・医療型

障害児入所施設）

8.3 

無回答

11.1

知的障害者

100％

（72人)

その他
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59.6

7.9
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0%

20%

40%

60%

80%

自
分
が
決
め
た

自
分
以
外
の
人
が

決
め
た

無
回
答
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5.6 5.66.9 
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そ
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無
回
答

令和5年度（72人）

平成30年度（58人）

知的障害者
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７ 地域生活と社会参加等 

（１）平日の日中主に過ごした場所 

過去１年間の平日の日中に過ごした場所を聞いたところ、身体障害者、精神障害者及び難

病患者は「自分の家」の割合が最も高く（66.9％、56.3％、64.6％）、知的障害者は「職場（福

祉的就労の施設を除く）」の割合が 22.8％で最も高くなっており、次いで「通所施設」、「職場

（福祉的就労の施設）」となっている（22.2％、22.0％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（注１）※１は生活介護、デイケア、地域活動支援センター等を含む・福祉的就労の施設は除く。 

※２は生活介護・自立訓練事業所など。 

※３は生活介護、デイセンター・地域活動支援センター等を含む。 

（注２）※４は、平成 30年度調査では「デイケア等」としていた。 
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（２）趣味や社会活動への参加〔複数回答〕 

過去１年間に趣味や学習、スポーツ、社会活動などの活動をしたか聞いたところ、「参加し

た」人の割合は身体障害者が 51.6％、知的障害者は 64.6％、精神障害者は 59.6％、難病患者

は 60.4％となっている。 

また、参加した活動は、身体障害者、精神障害者及び難病患者は「コンサートや映画、ス

ポーツなどの鑑賞、見物」の割合が最も高く（44.5％、54.9％、54.5％）、知的障害者は「旅

行やアウトドアなどの余暇活動」の割合が 46.4％で最も高くなっている。 

              

 

  

44.5 
43.0 

42.0 

13.2 

21.8 

7.6 6.8 7.0
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7.0 

活動したい

と思わない

12.6 

その他

3.2 
無回答

1.9 

難病患者

100％
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（３）社会参加をする上で妨げになっていること〔複数回答〕 

社会参加をする上で妨げになっていることを聞いたところ、身体障害者は「電車やバスな

どを使っての移動が不便」の割合が 21.4％、「道路や駅などの利用が不便」が 15.7％となっ

ている。一方、「特にない」の割合は、42.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）平成 30年度調査では、※１は「障害者の参加を想定していないため、通訳、文字表示、点字など配慮がされていない」

としていた。 
   

知的障害者は「まわりの人の障害者に対する理解不足」の割合が 18.1％、「一緒に行く仲間

がいない」が 17.9％となっている。一方、「特にない」の割合は、35.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注２）平成 30年度調査では、※２は「道路や駅などの表示が分からない」としていた。 
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精神障害者は「経済的な理由」の割合が 37.4％、「まわりの人の障害者に対する理解不足」

が 20.4％となっている。一方、「特にない」の割合は、27.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注３）平成 30年度調査では、※３は「介助者がいない」としていた。 

 

難病患者は「病状に変化があること」の割合が 30.9％、「経済的な理由」が 17.9％となっ

ている。一方、「特にない」の割合は、43.1％となっている。 
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（４）障害又は難病のためにあきらめたり妥協したこと〔複数回答〕 

障害又は難病のためにあきらめたり妥協せざるを得なかったことがあるか聞いたところ、

平成 30年度調査と比較してすべての障害種別で「人付き合い」の項目が増えており、身体障

害者が 17.6％、知的障害者は 31.4％、精神障害者は 39.4％、難病患者は 17.4％となってい

る。 

一方、「特にない」の割合は、身体障害者が 36.2％、知的障害者は 27.7％、精神障害者は

19.6％、難病患者は 32.6％となっている。 
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（注１） ※１は、平成 30年度調査では「異性との付き合い」としていた。 

（注２） ※２は、平成 30年度は選択肢を設けていなかった。 
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（５）必要な福祉サービス等 

① 地域生活をする上で必要な福祉サービス等〔複数回答〕 

（身体障害者、知的障害者、難病患者） 

身体障害者、知的障害者及び難病患者に、地域生活をしたり、しようとする上で、必要な

福祉サービス等は何かを聞いたところ、身体障害者及び難病患者は「医療の充実」の割合が

最も高く（22.7％、30.8％）、知的障害者は「生活をしていくのに困らない収入が得られるこ

と」が 33.8％で最も高くなっている。 
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② 今後利用したい福祉サービス等〔複数回答〕（精神障害者） 

今後利用したい福祉サービス等について聞いたところ、「相談サービス（地域活動支援センター

等）」の割合が 18.3％で最も高く、次いで、就労支援サービス（17.8％）、情報提供の充実（16.5％

となっている。 
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８ 災害関係 

（１）災害時に不安を感じること〔複数回答〕 

災害時に不安を感じることは何かを聞いたところ、身体障害者及び知的障害者は「適切に

行動（避難や広域避難場所への移動等）できるか」の割合が最も高く（48.0％、52.1％）、次

いで、「避難所等に、必要な設備、食料、医薬品等があるか」となっている（47.1％、49.2％）。 

精神障害者及び難病患者は「避難所等に、必要な設備、食料、医薬品等があるか」の割合

が最も高く（55.9％、60.4％）、次いで、「適切に行動（避難や広域避難場所への移動等）で

きるか」となっている（49.9％、43.1％）。 
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難
所
等
に
、
必
要
な
設
備
、
食
料
、

医
薬
品
等
が
あ
る
か

そ
の
他

特
に
不
安
は
な
い

無
回
答

身体障害者（2,669人）

知的障害者（864人）

精神障害者（871人）

難病患者（1,075人）
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（２）災害に備えて、障害特性や難病に応じた特別な対策をとっているか〔複数回答〕 

災害に備えて、障害特性や難病に応じた特別な対策をとっているか聞いたところ、身体障

害者、精神障害者及び難病患者は「避難所等において医療が受けられるよう、お薬手帳 

などにより医薬品や病状等の情報を記録している」の割合が最も高く（31.9％、34.7％、

39.0％）、知的障害者は「災害時や緊急時に連絡できるよう、家族や知人等の 

連絡先を把握している」が 33.2％で最も高くなっている。 

また、「どんな対策をすればよいかわからない」と回答した人は身体障害者では 11.3％、知

的障害者では 14.5％、精神障害者では 17.7％、難病患者では 11.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）※１は、難病患者向けの調査では「災害時の非常持出用品、備蓄品の中に、難病や障害特性に応じて必要な医薬品、食料等

を用意している」としている。 

（注２）※２は、身体障害者、知的障害者、精神障害者向けの調査では選択肢を設けていない。 
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災
害
時
の
非
常
持
出
用
品
、
備
蓄
品
の
中
に
、
障
害
特
性
に

応
じ
て
必
要
な
医
薬
品
、
食
料
等
を
用
意
し
て
い
る

※
１

避
難
所
等
に
お
い
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
お
薬
手
帳

な
ど
に
よ
り
医
薬
品
や
病
状
等
の
情
報
を
記
録
し
て
い
る

災
害
時
や
緊
急
時
に
連
絡
で
き
る
よ
う
、
家
族
や
知
人
等
の

連
絡
先
を
把
握
し
て
い
る

災
害
時
や
緊
急
時
に
支
援
し
て
く
れ
る
よ
う
、

家
族
や
知
人
等
に
対
し
て
、
お
願
い
し
て
い
る

災
害
時
に
避
難
す
る
広
域
避
難
場
所
や

福
祉
避
難
所
を
知
っ
て
い
る

地
域
や
自
治
体
で
作
る
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に

名
前
、
住
所
等
を
登
録
し
て
い
る

個
別
避
難
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る

人
工
呼
吸
器
使
用
者
災
害
時
個
別
支
援
計
画
を
作
成
し
て
い
る

※
２

区
市
町
村
等
が
実
施
す
る
避
難
訓
練
に
参
加
し
て
い
る

災
害
時
に
障
害
が
あ
る
こ
と
を
周
囲
の
人
に
気
付
い
て

も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る

（
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
、
災
害
バ
ン
ダ
ナ
等
）

そ
の
他

ど
ん
な
対
策
を
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

特
に
対
策
を
と
っ
て
い
な
い

無
回
答

身体障害者（2,669人）

知的障害者（864人）

精神障害者（871人）

難病患者（1,075人）


